




































































































塚豊 （ 4 ） や，「中国語教育推進」戦略を日本と
比較した尹景春 （ 5 ），日本国内の孔子学院の状











カを取り上げている川島真 （ 8 ） であった。
　南アジアにおける孔子学院および中国語教育
をとりあげた研究は，中国語の文献で確認でき

































































2 位（13億6400万ドル），輸入 1 位（81億2700
万ドル，同20.6％），スリランカの輸出 8 位（ 2
億 1100万ドル），輸入 1 位（42億1500万ドル，















































































ない。パキスタンで 2 校増加し，ネパールで 1
校減少した。孔子学院が集中する米国では，









子学院はバングラデシュ 1 ，パキスタン 3 ，ス
リランカ 1 の 5 校である。さらに表 2 によると
2010年より前にスタートした孔子学院はインド
1 ，バングラデシュ 1 ，パキスタン 1 ，ネパー


































































国名 スタート日など 孔子学院 中国側の提携大学







バングラデシュ 2006年 2 月14日





パキスタン 2007年 4 月 9 日
2013年11月29日
2015年※ 2










スリランカ 2011年10月 1 日






ネパール 2007年 6 月13日 カトマンズ大学孔子学院 河北経貿大学
アフガニスタン 2008年 3 月 1 日 カブール大学孔子学院 太原理工大学






















































番目は2011年の 9 件であった。2015年 3 月に陸
のシルクロードの具体的な政策が発表されて以
降の活動状況をみると，VIT孔子学院は2015年
は 3 件，2017年は 2 件が掲載され，イスラマバー






















































3 月 5 日　ランタン・フェスティバルを祝うレク
リエーション活動。教師，学生，地域住民参加
2016年（ 4 件）
2 月 3 日　中国料理の体験活動　餃子づくり。VIT
ではスポーツ科学の祭典準備中
2 月 5 日　VITスポーツ科学の祭典の多国籍文化
ショーで孔子学院が発表。チベットダンス，太極拳，
書道ほか




































1 月26日　中国大使館から NUML に 1000冊の図書
贈呈式
2 月 3 日　春節の祝い，300人以上出席
3 月10日　奨学金選考会，53名を面接
4 月 6 日　中国日報，人民網，中国青年報，上海
東方早報など中国メディアによる取材
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　　As providers of Chinese language education and cultural exchange, Confucius Institutes are expected to 
help promoting Belt and Road Initiative. South Asian countries are important and unavoidable partners 
located along Belt and Road. The degree of involvement with Belt and Road vary among South Asian 
countries from engaged Pakistan and Sri Lanka to India. Pakistan has been committed heavily with China-
Pakistan Economic Corridor (CPEC). India stands against CPEC and boycotted the Belt and Road Forum for 
International Cooperation in 2017. Although there are five new Confucius Institutes inaugurated after the 
announcement of the Initiative, the total number of Confucius Institutes in the region are not yet increased in 
2010-2017. Number of cultural activities of an Indian Confucius Institute and a Pakistani Confucius Institutes 
is varies each year. It seems too early to say Confucius Institutes are activated to promote Belt and Road 
Initiatives in South Asia.
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